
平成14年（2002年）

４月８日（月）中学校において入学式が行なわれ
ました。今年の新入生は71名です。
子供達は緊張しながらも、期待に胸を膨らませて

いました。
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広報かたしな H14. 4

平成14年度の村の予算が決まりました。

歳出では、総務費、民生費等が増額しています。
又、土木費、教育費、公債費等が減額となっていま
す。

(単位 : 千円)
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(単位:百万円)

平成14年度特別会計予算

一般会計当初予算額の推移

606,795 617,575 △10,780 △1.7％
579,738 624,461 △44,723 △7.2％
123,840 153,502 △29,662 △19.3％

556,230 583,143 △26,913 △4.6％
555,956 582,773 △26,817 △4.6％
212,000 114,000 98,000 86.0％
262,952 205,848 57,104 27.7％
474,657 405,482 69,175 17.0％
163,800 319,400 △155,600 △48.7％
239,000 201,676 37,324 18.5％

特 別 会 計 名 本年度予算 前年度予算 比較増減 伸 率
国民健康保険特別会計
老人保健特別会計
簡易水道事業特別会計
観光施設事業特別会計
収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出
農業集落排水事業特別会計
下水道事業特別会計
介護保険特別会計

101 , 3 0 2 1 0 1 , 2 2 2 8 0 0 . 1％
582 , 7 2 6 5 3 8 , 0 4 6 4 4 , 6 8 0 8 . 3％
708 , 6 4 8 6 6 9 , 0 3 6 3 9 , 6 1 2 5 . 9％
398 , 4 5 7 3 5 3 , 8 6 7 4 4 , 5 9 0 1 2 . 6％

81 92 △11 △12 . 0％
436 , 6 4 3 4 3 3 , 2 2 0 3 , 4 2 3 0 . 8％
154 , 6 8 1 1 6 2 , 1 2 8 △7 , 4 4 7 △ 4 . 6％
324 , 3 2 2 3 7 6 , 2 9 8 △51 , 9 7 6 △13 . 8％
153 , 4 3 8 1 5 4 , 4 6 2 △1 , 0 2 4 △0 . 7％
440 , 1 7 5 4 5 2 , 1 2 1 △11 , 9 4 6 △ 2 . 6％
13 , 0 8 6 1 , 0 9 6 1 1 , 9 9 0 皆増

703 , 9 4 1 7 7 6 , 9 1 2 △72 , 9 7 1 △ 9 . 4％
50 , 5 0 0 5 5 , 5 0 0 △5 , 0 0 0 △ 9 . 0％
2 , 0 0 0 2 , 0 0 0 0 0 . 0％

4,070,000 4,076,000 △6,000 △0.1％

款

歳 出 合 計

本年度予算 前年度予算 比較増減 伸　　率
議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
諸 支 出 金
予 備 費

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

歳　　出

（ ）内数字＝前年度比伸率(単位百万円)

(単位 : 千円)
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平成14年度の一般会計及び特別

会計の予算は３月６日開会の定例

村議会において、きめ細かい審議

の末３月15日原案どおり可決いた

しました。一般会計の予算は40億

７千万円で前年度に比べ0.1％の減

となりました。

歳入では、村税、地方交付税、諸収入等が減額と
なっています。全体で６百万円の減額となっていま
す。

(単位 : 千円)

626 , 1 4 3 6 4 1 , 6 3 9 △15 . 4 9 6 △ 2 . 4％
74 , 0 0 0 7 4 , 0 0 0 0 0 . 0％
13 , 5 0 0 1 5 , 0 0 0 △1 , 5 0 0 △10 . 0％
56 , 0 0 0 6 4 , 0 0 0 △8 , 0 0 0 △12 . 5％
46 , 0 0 0 4 5 , 0 0 0 1 , 0 0 0 2 . 2％
6 , 5 0 0 7 , 0 0 0 △500 △7 . 1％

10 , 0 0 0 1 1 , 0 0 0 △1 , 0 0 0 △9 . 1％
1 , 8 5 0 , 0 0 0 2 , 0 0 0 , 0 0 0 △150 , 0 0 0 △7 . 5％

1 , 6 0 0 1 , 6 0 0 0 0 . 0％
91 , 4 7 0 9 1 , 8 9 4 △424 △ 0 . 5％
27 , 5 5 4 3 0 , 4 0 9 △2 , 8 5 5 △9 . 4％

123 , 6 4 3 7 1 , 4 6 7 5 2 , 1 7 6 7 3 . 0％
232 , 7 9 1 2 0 5 , 5 0 7 2 7 , 2 8 4 1 3 . 3％
13 , 5 0 0 1 8 , 4 1 7 △4 , 9 1 7 △26 . 7％

1 1 0 0 . 0％
135 , 7 3 9 1 2 6 , 7 6 2 8 , 9 7 7 7 . 1％
100 , 0 0 0 1 0 0 , 0 0 0 0 0 . 0％
169 , 5 5 9 3 4 4 , 3 0 4 △174 , 7 4 5 △50 . 8％
492 , 0 0 0 2 2 8 , 0 0 0 2 6 4 , 0 0 0 1 1 5 . 8％

4,070,000 4,076,000 △6,000 △0.1％

款

歳 入 合 計

本年度予算 前年度予算 比較増減 伸　　率
村 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
地 方 消 費 税 交 付 金
自 動 車 取 得 税 交 付 金
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
分 担 金 及 び 負 担 金
使 用 料 及 び 手 数 料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
村 債

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

歳　　入



三
月
三
日
（
日
）
第
二
十
五
回
群

馬
県
小
学
生
総
合
体
育
大
会
ス
キ
ー

競
技
会
が
水
上
町
で
、
三
月
九
日

（
土
）
・
十
日
（
日
）
の
二
日
間
第
三

十
一
回
群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス

キ
ー
交
流
大
会
が
嬬
恋
村
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

小
学
生
総
体
に
男
女
合
わ
せ
て
六

十
名
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会
に
男

女
合
わ
せ
て
三
十
一
名
の
選
手
が
参

加
し
ま
し
た
、
選
手
、
役
員
、
コ
ー

チ
の
皆
様
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

大
回
転
女
子
四
年
生
の
部

優
　
勝
　
植
田
　
美
菜
（
片
小
）

準
優
勝
　
後
藤
　
綾
香
（
片
小
）

第
三
位
　
金
子
ひ
と
み
（
片
小
）

大
回
転
男
子
四
年
生
の
部

準
優
勝
　
佐
々
木
仁
徳
（
南
小
）

第
三
位
　
金
子
　
一
重
（
片
小
）

第
五
位
　
三
浦
　
右
京
（
武
尊
根
小
）

距
離
女
子
四
年
生
の
部

優
　
勝
　
入
澤
　
祐
紀
（
片
小
）

準
優
勝
　
原
澤
　
　
唯
（
片
小
）

第
三
位
　
芝
崎
　
仁
美
（
片
小
）

第
四
位
　
横
坂
美
智
子
（
片
小
）

第
五
位
　
星
野
　
詩
穂
（
片
小
）

距
離
男
子
四
年
生
の
部

優
　
勝
　
笠
原
　
拓
馬
（
片
小
）

準
優
勝
　
星
野
　
大
夢
（
片
小
）

第
四
位
　
桑
原
　
正
人
（
武
尊
根
小
）

第
五
位
　
横
坂
　
拓
也
（
片
小
）

第
六
位
　
井
上
　
　
廉
（
片
小
）

大
回
転
女
子
五
年
生
の
部

優
　
勝
　
萩
原
　
　
萌
（
北
小
）

準
優
勝
　
桑
原
　
　
望
（
片
小
）

第
三
位
　
星
野
　
美
咲
（
南
小
）

第
六
位
　
星
野
　
温
子
（
南
小
）

大
回
転
男
子
五
年
生
の
部

優
　
勝
　
山
崎
　
龍
哉
（
片
小
）

第
三
位
　
星
野
　
有
喜
（
南
小
）

第
四
位
　
星
野
　
　
駿
（
片
小
）

距
離
女
子
五
年
生
の
部

優
　
勝
　
戸
丸
　
　
茜
（
南
小
）

準
優
勝
　
小
須
田
菜
摘
（
片
小
）

第
三
位
　
大
竹
　
　
葵
（
片
小
）

第
四
位
　
星
野
　
優
美
（
南
小
）

第
五
位
　
戸
丸
　
　
瞳
（
南
小
）

距
離
男
子
五
年
生
の
部

優
　
勝
　
入
澤
　
祐
成
（
片
小
）

準
優
勝
　
萩
原
　
　
聡
（
北
小
）

第
三
位
　
飯
塚
　
　
剛
（
武
尊
根
小
）

第
四
位
　
星
野
　
貴
也
（
片
小
）

第
五
位
　
星
野
　
真
生
（
北
小
）

大
回
転
女
子
六
年
生
の
部

優
　
勝
　
星
野
絵
莉
奈
（
片
小
）

準
優
勝
　
金
子
　
成
美
（
片
小
）

第
四
位
　
金
子
明
日
美
（
片
小
）

第
五
位
　
金
子
　
優
美
（
片
小
）

大
回
転
男
子
六
年
生
の
部

第
三
位
　
佐
藤
　
昌
也
（
南
小
）

距
離
女
子
六
年
生
の
部

優
　
勝
　
萩
原
　
　
梓
（
北
小
）

準
優
勝
　
星
野
　
彩
香
（
南
小
）

第
三
位
　
中
山
　
暢
恵
（
北
小
）

第
四
位
　
星
野
早
也
佳
（
北
小
）

第
六
位
　
梅
澤
　
晴
奈
（
北
小
）

距
離
男
子
六
年
生
の
部

優
　
勝
　
入
澤
　
　
慧
（
片
小
）

第
五
位
　
宮
田
　
裕
樹
（
南
小
）

大
回
転
女
子

準
優
勝
　
金
子
　
成
美
（
片
小
）

第
四
位
　
植
田
　
美
菜
（
片
小
）

第
六
位
　
桑
原
　
泉
希
（
片
小
）

第
八
位
　
千
明
万
紀
子
（
片
小
）

第
九
位
　
金
子
明
日
美
（
片
小
）

第
十
位
　
金
子
　
優
美
（
片
小
）

大
回
転
男
子

第
六
位
　
佐
藤
　
昌
也
（
南
小
）

第
九
位
　
植
田
　
華
衣
（
片
小
）

第
十
位
　
荒
木
　
一
輝
（
片
小
）

距
離
女
子

優
　
勝
　
戸
丸
　
　
茜
（
南
小
）

準
優
勝
　
大
竹
　
　
葵
（
片
小
）

第
三
位
　
星
野
　
彩
香
（
南
小
）

第
四
位
　
萩
原
　
　
梓
（
北
小
）

第
五
位
　
入
澤
　
祐
紀
（
片
小
）

第
七
位
　
小
須
田
菜
摘
（
片
小
）

第
八
位
　
星
野
　
優
美
（
南
小
）

第
十
位
　
戸
丸
　
　
瞳
（
南
小
）

距
離
男
子

優
　
勝
　
入
澤
　
　
慧
（
片
小
）

準
優
勝
　
入
澤
　
祐
成
（
片
小
）

第
三
位
　
山
�
　
敬
太
（
片
小
）

第
四
位
　
星
野
　
貴
也
（
片
小
）

第
七
位
　
宮
田
　
裕
樹
（
南
小
）

第
八
位
　
飯
塚
　
　
剛
（
武
尊
根
小
）

第
九
位
　
萩
原
　
　
聡
（
北
小
）

第
十
位
　
原
沢
　
　
潤
（
片
小
）

距
離
リ
レ
ー
女
子

優
　
勝
　
片
品
Ａ
チ
ー
ム

戸
丸
　
　
茜

星
野
　
彩
香

萩
原
　
　
梓

準
優
勝
　
片
品
Ｂ
チ
ー
ム

小
須
田
菜
摘

星
野
　
優
美

大
竹
　
　
葵

距
離
リ
レ
ー
男
子

優
　
勝
　
片
品
Ａ
チ
ー
ム

入
澤
　
　
慧

入
澤
　
祐
成

飯
塚
　
　
剛

山
�
　
敬
太

第
三
位
　
片
品
Ｂ
チ
ー
ム

宮
田
　
裕
樹

萩
原
　
　
聡

星
野
　
貴
也

原
沢
　
　
潤
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スキー

・第25回群馬県小学生
総合体育大会スキー競技会

・第31回群馬県スポーツ少年団
スキー交流大会

小
学
生
総
体
入
賞
者
（
六
位
ま
で
）

ス
ポ
少
大
会
入
賞
者
（
十
位
ま
で
）



第
四
回
ぬ
ま
た
駅
伝
が
沼
田
公
園

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
チ
ー
ム
数
は
、
全
百
二
十
六

チ
ー
ム
で
小
学
生
男
子
の
部
は
二
十

二
チ
ー
ム
、
小
学
生
女
子
の
部
は
八

チ
ー
ム
の
出
場
の
中
、
片
品
村
の
小

学
生
で
は
、
尾
瀬
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
ン
ナ

ー
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
、
小
学
生
男
女
各

一
チ
ー
ム
が
出
場
い
た
し
ま
し
た
。

小
学
生
男
子
チ
ー
ム
は
、
今
回
で

二
回
目
の
参
加
と
な
り
、
前
回
の
五

位
を
上
回
る
の
を
目
標
に
し
て
き
て
、

今
回
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

小
学
生
女
子
チ
ー
ム
は
、
今
回
初

出
場
で
し
た
が
、
男
子
と
一
緒
に
練

習
を
積
み
、
第
四
位
と
大
健
闘
を
み

せ
ま
し
た
。

片
品
の
子
供
達
が
力
を
合
わ
せ
て
、

素
晴
ら
し
い
走
り
で
沼
田
路
に
片
品

旋
風
を
ま
き
お
こ
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

小
学
生
男
子
の
部
　
優
勝

尾
瀬
Ｊ
ｒ
･
Ｒ
･
Ｃ
男
子
チ
ー
ム

千
明
優
斗
　
星
野
　
基

横
坂
拓
也
　
星
野
達
彦

井
上
　
廉

小
学
生
女
子
の
部
　
第
四
位

尾
瀬
Ｊ
ｒ
･
Ｒ
･
Ｃ
女
子
チ
ー
ム

芝
崎
仁
美
　
　
和
田
瑞
希

石
倉
智
枝
里
　
和
田
優
希

石
倉
枝
美
里

4
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婦
人
会
役
員
十
六
名
で
郡
内
の
老

人
ホ
ー
ム
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

昭
和
六
十
一
年
よ
り
十
六
年
間
保

護
司
と
し
て
ご
活
躍
く
だ
さ
い
ま
し

た
須
藤
文
一
さ
ん
が
、
平
成
十
四
年

三
月
二
日
を
も
っ
て
退
任
と
な
り
ま

し
た
。

犯
罪
や
非
行
に
走
っ
た
人
た
ち
が

社
会
で
健
全
な
生
活
が
お
く
れ
る
よ

う
、
長
い
間
更
生
保
護
活
動
に
あ
た

ら
れ
た
ご
苦
労
が
高
く
評
価
さ
れ
、

各
方
面
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。今

後
も
村
の
発
展
の
た
め
に
ご
指

導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
も
、
摺
渕
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
桜
花
苑
」
と
沼
田
市
に
あ

る
「
愛
宕
老
人
ホ
ー
ム
」
の
二
か
所

を
訪
問
し
、
二
支
部
に
よ
る
八
木
節

花
輪
踊
り
の
披
露
や
、
お
年
寄
り
の

方
と
一
緒
に
懐
か
し
い
童
謡
や
唱
歌

を
歌
っ
た
り
と
交
流
を
行
い
ま
し

た
。
入
所
者
の
皆
さ
ん
や
デ
ィ
サ
ー

ビ
ス
に
来
て
い
る
お
年
寄
り
の
方
が

私
た
ち
の
歌
に
あ
わ
せ
一
生
懸
命
に

手
拍
子
を
し
て
く
だ
さ
り
、
大
変
感

激
し
ま
し
た
。

ま
た
、
施
設
職
員
の
仕
事
ぶ
り
を

す
ぐ
近
く
で
見
る
事
が
で
き
、
と
て

も
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。
忙
し
い

中
対
応
く
だ
さ
い
ま
し
た
施
設
職
員

の
皆
様
大
変
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま

し
た
。

ま
た
、
二
月
二
十
二
日
（
金
）
に

は
村
内
寝
た
き
り
老
人
等
介
護
者
訪

問
も
行
い
ま
し
た
。

3
21

第４回
ぬまた駅伝大会

3
5

お年寄りと交流
―片品村婦人会―

退任
須藤文一さん
保護司を退任
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第
一
区
　
　
千
明
　
富
夫
　
須
賀
川

第
二
区
　
　
星
野
伊
三
夫
　
摺
　
渕

第
三
区
　
　
藤
井
　
　
実
　
登
　
戸

第
四
区
　
　
星
野
　
道
夫
　
中
　
井

第
五
区
　
　
入
沢
　
幾
久
　
太
　
田

第
六
区
　
　
萩
原
　
欣
治
　
伊
閑
町

第
七
区
　
　
萩
原
　
義
春
　
戸
　
倉

第
八
区
　
　
中
村
　
康
彦
　
鎌
田
２

第
一
区
　
　
星
野
　
和
助
　
御
座
入

第
二
区
　
　
桑
原
　
一
禎
　
幡
　
谷

第
三
区
　
　
戸
丸
　
権
次
　
栃
久
保

第
四
区
　
　
星
　
　
　
茂
　
上
小
川

第
五
区
　
　
入
沢
　
公
司
　
細
工
屋

第
六
区
　
　
星
野
　
宏
彦
　
古
　
仲

第
七
区
　
　
萩
原
　
正
巳
　
戸
　
倉

第
八
区
　
　
入
澤
　
　
悟
　
鎌
田
１

須
賀
川
　
　
星
野
　
益
夫

御
座
入
　
　
星
野
　
靖
夫

菅
　
沼
　
　
戸
丸
　
廣
安

築
　
地
　
　
小
林
　
倉
義

下
　
平
　
　
高
橋
　
民
明

摺
　
渕
　
　
星
野
伊
三
夫

幡
　
谷
　
　
桑
原
　
一
禎

登
　
戸
　
　
星
野
　
　
勝

栃
久
保
　
　
戸
丸
　
権
次

鍛
冶
屋
　
　
星
野
　
伸
夫

山
　
崎
　
　
横
坂
　
治
良

栗
　
生
　
　
鹿
野
　
公
一

針
　
山
　
　
永
井
　
　
治

上
小
川
　
　
星
野
　
孝
雄

穴
　
沢
　
　
宮
田
　
良
宏

中
　
井
　
　
千
明
　
武
美

下
小
川
　
　
星
野
　
政
夫

太
　
田
　
　
林
　
　
弘
之

細
工
屋
　
　
入
沢
　
英
夫

阿
　
村
　
　
入
沢
　
　
宏

上
　
而
　
　
笠
原
　
森
吉

中
　
里
　
　
笠
原
　
一
利

新
　
井
　
　
萩
原
　
祥
世

古
　
仲
　
　
座
光
寺
　
均

伊
閑
町
　
　
萩
原
　
　
均

閑
　
野
　
　
吉
野
　
秀
人

戸
　
倉
　
　
帰
山
　
　
徹

鎌
田
１
　
　
星
野
　
高
男

鎌
田
２
　
　
星
野
　
昌
也

鎌
田
３
　
　
左
部
　
雅
人

鎌
田
４
　
　
小
林
　
　
誠

鎌
田
５
　
　
星
野
　
倉
夫

団
　
長
　
　
萩
原
　
博
美

副
団
長
　
　
星
野
　
益
夫

〃
　
　
　
星
野
　
充
雄

〃
　
　
　
星
野
　
豊
保

ラ
ッ
パ
長
　
佐
藤
　
　
実

第
一
分
団
長

下
　
平
　
高
橋
　
　
宏

第
二
分
団
長

摺
　
渕
　
星
野
　
　
明

第
三
分
団
長

山
　
崎
　
高
山
　
祐
二

第
四
分
団
長

中
　
井
　
鈴
木
　
幸
光

第
五
分
団
長

上
　
而
　
田
村
　
良
朗

第
六
分
団
長

古
　
仲
　
星
野
　
真
司

第
七
分
団
長

戸
　
倉
　
萩
原
　
　
勲

第
八
長
分
団

鎌
田
５
　
川
田
　
貴
広

広報かたしな H14. 4

◎
区
　
　
長

◎
区
長
代
理

◎
組
　
　
長

◎
消
防
団
役
員

平成14年度

平成14年４月から
国民年金が変わりました。

＊半額免除制度が導入されました。
低所得の被保険者で保険料額の半分なら納入できるという人に、全額免除制度に加え、保険料の半額が免除される

「半額免除制度」が新たに導入されました。なお、免除の基準は、所得に応じて判断されます。
また、免除を受けるには役場へ本人の申請が必要です。

＊第３号被保険者に関する届出書の届出方法が変わりました。
役場へ届出されていた第３号被保険者に係わる届出は、配偶者の勤務先の事業主を経由して社会保険事務所へ届出

することになりました。
老齢基礎年金の請求書の提出先にご注意下さい。
国民年金の第３号被保険者の加入期間を持つ人が老齢基礎年金の請求をする場合は、社会保険事務所へ請求してく

ださい。なお、第１号被保険者の期間のみを持つ人は、役場への請求になります。
学生の保険料は届出をすると納付が猶予されます。
20歳以上の学生も国民年金に加入し保険料を納めることになっていますが、申請をし、承認を受けることで、学生

期間中に支払う保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
この制度は、家族の収入に関係なく、本人の所得を基準として審査します。その為、ほとんどの場合学生本人に所

得がないことから、大部分の学生が該当すると思われます。４月より夜間部、定時制、通信課程の学生も対象となる
ほか、新たに対象校も追加されました。
この猶予を受けている期間中に事故等で障害を負った場合は、障害基礎年金を受けることができます。また、納付

猶予を受けた期間から10年以内は、保険料を納めることができます。

第１号被保険者（自営業、学生等で第２号、第３号被保険者以外の人）
第２号被保険者（会社員、公務員等で厚生年金、共済年金等に加入している人）
第３号被保険者（会社員、公務員等に扶養されている妻又は夫）
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か
た
し
な
高
原
ス
キ
ー
場
に
お
い

て
、
各
区
代
表
の
選
手
と
選
手
権
申

込
み
者
の
百
三
十
五
名
が
参
加
し
、

第
三
十
三
回
片
品
選
手
権
大
会
兼
第

十
三
回
区
対
抗
ス
キ
ー
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
区
対
抗
で
は
、
第
五

区
が
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

区
対
抗
の
部

優
　
勝
　

第
　
五
　
区

準
優
勝

第
　
四
　
区

第
三
位

第
　
三
　
区

片
品
選
手
権
大
会
の
部

〇
成
年
男
子
Ａ

優
　
勝

三
　
浦
　
幸
　
治

準
優
勝

高
　
橋
　
政
　
樹

第
三
位

須
　
藤
　
忠
　
晴

〇
成
年
男
子
Ｂ

優
　
勝

萩
　
原
　
　
　
誠

準
優
勝

星
　
野
　
　
　
博

第
三
位

笠
　
原
　
久
　
業

〇
成
年
男
子
Ｃ

優
　
勝

千
　
明
　
俊
　
和

準
優
勝

千
　
明
　
邦
　
昭

第
三
位

笠
　
原
　
　
　
毅

〇
壮
年
Ａ

優
　
勝

高
　
橋
　
美
三
男

準
優
勝

萩
　
原
　
壮
　
児

第
三
位

星
　
野
　
和
　
雄

〇
壮
年
Ｂ

優
　
勝

萩
　
原
　
　
　
始

準
優
勝

松
　
浦
　
和
　
男

第
三
位

萩
　
原
　
　
　
清

〇
成
年
女
子
Ａ

優
　
勝

入
　
澤
　
す
み
江

準
優
勝
　
　
篠
　
原
　
悦
　
子

第
三
位
　
　
横
　
坂
　
エ
ツ
子

〇
成
年
女
子
Ｂ

優
　
勝
　
　
須
　
藤
　
麻
裕
美

準
優
勝
　
　
星
　
野
　
咲
　
織

第
三
位

萩
　
原
　
光
　
穂

〇
個
人
総
合
優
勝

男
　
子
　
　
三
　
浦
　
幸
　
治

女
　
子
　
　
入
　
澤
　
す
み
江

昨
年
四
月
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

で
開
幕
し
た
社
会
体
育
の
区
対
抗
競

技
も
、
三
月
の
区
対
抗
ス
キ
ー
大
会

を
も
っ
て
、
平
成
十
三
年
度
の
競
技

が
全
て
終
了
し
ま
し
た
。

毎
年
実
施
し
て
い
る
社
会
体
育
総

合
優
勝
制
度
も
、
競
技
終
了
に
よ
り

結
果
が
集
計
さ
れ
、
第
三
区
が
圧
勝

と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
度
も
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
を
皮
切
り
に
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
と
そ

れ
ぞ
れ
大
会
が
始
ま
り
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
詳
し
い
結
果
と
平
成
十
四

年
度
の
各
区
持
点
は
別
表
の
と
お
り

で
す
。

広報かたしな H14. 4

3
20

区対抗で
５区初優勝

区

一
　
区

村長杯

GB大会

ソフト

大　会

ゴルフ

大　会

婦人会

ミニバレ

区対抗

野球大会

村　民

運動会

スキー

大　会

獲得得点

合　計持ち点

合　計

得　点

順
　
位

大

会

順位 二

７

一

８

一

7.5

三

5.5

五

４

六

３ 39.5 6.5 45.5
４

得点

平成13年度得点表

平成14年度各区持ち点 ※不参加種目についてはその得点は０であるが、持ち点計算
上は６位と７位の中間得点(2.5)を獲得したものとし、次年度持ち点から差引く。

区

持ち点 6

１区

27.5

２区

0

３区

17.5

４区

6.5

５区

23.5

６区

25.5

７区

1.5

８区

五

４

二
　
区

順位 七

1.5

七

２

七

1.5

三

5.5

八

１

五

4 17.5 29.5 47.0
２

得点

七

２

三
　
区

順位 一

８

四

５

四

５

二

７

二

７

三

６ 45.0 10.5 55.5
１

得点

二

７

四
　
区

順位 五

４

六

３

六

３

五

2.5

四

５

二

７ 27.5 8.5 36.0
８

得点

六

３

五
　
区

順位 三

5.5

五

４

一

7.5

五

2.5

三

６

一

８ 38.5 0 38.5
５

得点

四

５

六
　
区

順位 六

３

二

７

五

４

五

2.5

六

３

八

１ 21.5 16.0 37.5
７

得点

八

１

七
　
区

順位 七

1.5

八

１

七

1.5

五

2.5

七

2

四

５ 19.5 19.0 38.5
６

得点

三

６

八
　
区

順位 三

5.5

三

６

三

６

一

８

一

８

七

２ 43.5 2.0 45.5
３

得点

一

８

―平成13年度
社会体育総合優勝―第３区



遊
び
感
覚
で
筆
に
親
し
み
、
慣
れ

る
こ
と
か
ら
書
を
学
び
向
上
を
目
指

す
「
書
道
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

受
講
日

平
成
十
四
年
度
の
一
年
間

四
・
五
月
の
み
第
二
・
第
四
日
曜
日

六
月
か
ら
は
第
一
・
第
三
日
曜
日

時
　
間

午
後
一
時
〜
三
時

内
　
容

漢
字
楷
書
（
半
紙
）
を
主

と
し
、
併
せ
て
日
常
生
活
に
必

要
な
実
用
書
道
（
細
字
）
を
学

ぶ
受
講
資
格

片
品
村
に
在
住
の
村
民

（
児
童
・
学
生
は
除
く
）
で
書
道

に
興
味
を
持
つ
者

人
　
数

三
十
名
程
度

受
講
費

初
回
の
千
円
の
み

指
　
導

片
品
村
文
化
協
会
書
道
部

用
　
具

持
参(

筆
、
硯
、
墨
、
墨

液
、
文
鎮
、
下
敷
）
半
紙
と
手

本
は
用
意
し
ま
す
。

申
込
み
方
法

受
講
希
望
者
は
当
日

会
場
へ
直
接
お
集
り
く
だ
さ
い
。
途

中
か
ら
で
も
可
。

場
　
所

片
品
村
中
央
公
民
館

二
階
会
議
室

問
合
せ
先

1
（
58
）
２
３
４
５
（
笠
原
）

主
　
管

片
品
村
文
化
協
会
書
道
部

後
　
援

片
品
村
教
育
委
員
会

片
品
村
文
化
協
会

広
報
文
芸
片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
四
年
三
月
俳
句
会

沼
田
市
　
　
田
川
　
江
道

父
の
座
に
す
で
に
父
な
し
春
炬
燵

春
泥
を
拾
い
歩
き
の
校
舎
ま
で

東
小
川
　
　
千
明
ヒ
ロ
子

霧
の
如
風
に
舞
ひ
立
つ
杉
花
粉

春
一
番
風
が
明
け
け
り
自
動
ド
ア

鎌
田
　
　
　
横
坂
　
末
吉

涅
槃
図
を
仰
ぐ
吾
が
身
を
か
へ
り
み

て蕗
味
噌
は
春
の
走
り
の
か
ほ
り
か
な

鎌
田
　
　
　
星
野
　
光
子

啓
蟄
や
急
に
忙
し
く
な
る
農
婦

野
仏
の
足
元
よ
り
も
雪
解
水

鎌
田
　
　
　
寺
岡
　
貞
子

三
寒
の
も
ど
り
老
婆
の
重
ね
着
し

か
げ
ろ
う
の
燃
ゆ
る
畑
中
芽
水
仙

栃
久
保
　
　
戸
丸
　
好
夫

一
つ
で
も
若
く
見
せ
た
や
春
の
柄

ら
ち
も
な
い
噂
話
し
や
春
の
種

摺
渕
　
　
　
千
明
　
稔
子

馬
酔
木
咲
き
閑
居
の
庭
に
風
和
む

朝
夕
に
心
を
変
え
て
冴
え
返
る

鎌
田
　
　
　
星
野
　
芳
江

雪
ね
ぶ
り
谷
川
岳
が
宙
に
浮
き

丸
刈
の
球
児
髪
の
び
卒
業
す

鎌
田
　
　
　
渡
辺
　
和
昭

雪
吊
り
の
吹
か
れ
て
ゆ
る
ぶ
春
隣

待
春
や
雪
の
閉
ざ
せ
る
金
精
路

鎌
田
　
　
　
中
村
　
導
子

髪
に
来
て
肩
に
来
て
溶
け
ぼ
た
ん
雪

踏
む
土
の
や
わ
ら
ぎ
し
野
や
ふ
き
の

と
う

鎌
田
　
　
　
吉
野
　
道
子

水
音
を
聞
い
て
嬉
し
き
春
動
く

利
き
腕
の
痛
み
和
ら
ぐ
四
温
か
な

越
本
　
　
　
笠
原
　
芳
堂

葉
が
く
れ
に
走
る
魚
影
や
水
温
む

床
の
間
に
一
輪
ふ
く
ら
む
猫
柳

須
賀
川
　
　
大
竹
　
久
代

信
号
を
待
つ
傍
ら
に
藪
椿

孫
達
の
良
縁
願
ひ
雛
納
う

摺
渕
　
　
　
木
村
　
佳
江

ふ
ら
り
来
て
川
辺
の
風
の
冴
返
る

雛
の
顔
ま
ね
る
童
女
の
笑
し
け
り

鎌
田
　
　
　
星
野
ト
ミ
エ

早
春
の
小
川
の
岸
に
猫
柳

春
近
し
亡
き
人
忍
ぶ
深
夜
便

築
地
　
　
　
千
明
お
さ
む

点
滴
や
時
を
き
ざ
み
て
冴
え
返
る

古
希
の
春
夢
は
果
て
な
く
新
し
く

鎌
田
　
　
　
福
田
二
三
四

か
さ
こ
そ
と
手
提
を
探
る
春
の
風
邪

胸
弾
む
吾
子
の
住
み
処
に
春
の
旅

鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

余
寒
ま
だ
肌
刺
す
風
が
吹
き
つ
け
る

寒
の
雨
音
の
早
さ
や
春
隣

摺
渕
　
　
　
千
明
　
新
芽

三
輪
車
わ
だ
ち
の
跡
も
春
の
庭

う
ら
ら
か
や
新
刊
の
書
の
イ
ン
ク
の

香

生涯学習コーナー

9

広報かたしな H14. 4

片
品
村
の
小
学
校
在
校
者
と
そ
の

保
護
者

申
込
み
先

片
品
村
教
育
委
員
会

1
（
58
）
２
１
１
１(

内
線
７
１)

募
集
締
め
切
り

四
月
十
九
日
（
金
）

「
と
ね
子
ど
も
サ
ー
ク
ル
」
と
合

同
で
開
催
し
ま
す
。
人
や
自
然
と
交

流
し
、
思
い
っ
き
り
活
動
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

内
　
容

第
一
回
（
六
月
）

・
お
も
し
ろ
科
学
教
室

第
二
回
（
六
月
）

・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

第
三
回
（
七
月
）

・
お
も
し
ろ
科
学
教
室

親
子
英
語
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
夜

の
ひ
と
と
き
、
親
子
で
英
語
に
ふ
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。

期
　
間

五
月
七
日
〜
六
月
十
一
日

毎
週
火
曜
日

講
　
師

ミ
ス
　
メ
ア
リ
ー

対
　
象

第
四
回
（
七
月
）

・
木
工
教
室

第
五
回
（
八
月
　
一
泊
二
日
）

・
宿
泊
活
動

※
実
施
内
容
は
多
少
変
更
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
御
了
承

く
だ
さ
い
。

対
　
象

片
品
村
内
の
小
学
校
四
年
生
〜
　

中
学
三
年
生

募
集
人
員

約
三
十
名

そ
の
他

詳
し
い
こ
と
は
、
対
象
者
に
配
布

さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
御
覧
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

1
（
58
）
２
１
１
１(

内
線
71)

「
親
子
英
語
教
室
」

「
か
た
し
な
ガ
キ
大
将
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
」

書道教室書道教室



利
根
村
と
連
携
し
て
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
講
座
「
ト
ラ
イ
や
る
ス
ポ
ー
ツ

Ｔ
・
Ｋ
」
を
開
催
し
ま
す
。

内
　
容

・
第
一
回
（
五
月
、
平
日
夜
）

「
パ
ド
ル
テ
ニ
ス
」

・
第
二
回
（
六
月
、
日
曜
一
日
）

「
武
尊
山
ハ
イ
キ
ン
グ
」

・
第
三
回
（
七
月
、
日
曜
午
後
）

「
ゴ
ル
フ
教
室
」

・
第
四
回
（
九
月
、
平
日
夜
）

「
水
中
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
マ
シ
ー

ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

・
第
五
回
（
十
一
月
、
土
曜
午
後
）

「
ボ
ー
リ
ン
グ
」

対
　
象

片
品
在
住
・
在
勤
の
二
十
歳
以
上

の
方

定
　
員

四
十
名

募
集
締
め
切
り

五
月
十
五
日
（
水
）

平
成
十
四
年
度
の
女
性
向
け
の
生

涯
学
習
講
座
と
し
て
、「
か
た
し
な

女
性
カ
レ
ッ
ジ
（
昨
年
度
ま
で
は
婦

人
カ
レ
ッ
ジ
）」
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
度
は
「
子
ど
も
達
と
で
き
る

こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
学
習
し
て
い

き
ま
す
。

内
　
容

・
第
一
回
（
六
月
、
平
日
午
後
）

「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
」

・
第
二
回
（
七
月
、
平
日
一
日
）

「
た
く
み
の
里
体
験
学
習
、
カ
ヌ

ー
」

・
第
三
回
（
九
月
、
平
日
午
後
）

「
ス
ナ
ッ
プ
写
真
」

・
第
四
回
（
十
月
、
土
曜
午
後
）

「
人
権
学
習
（
参
加
体
験
型
）」

・
第
五
回
（
十
一
月
、
土
曜
午
後
）

「
村
民
教
養
講
座
」

・
第
六
回
（
十
二
月
、
平
日
夜
）

「
小
学
生
の
創
作
活
動
、
閉
講
　
　
　

式
」

対
　
象

片
品
在
住
・
在
勤
の
女
性

定
　
員

四
十
名

募
集
締
め
切
り

五
月
十
五
日
（
水
）

申
込
み
方
法

全
戸
配
布
さ
れ
る
申
込
書
に
保
険

料
（
四
百
五
十
円
）
を
添
え
て
、

直
接
教
育
委
員
会
事
務
局
へ
お
持

く
だ
さ
い
。

そ
の
他

詳
細
に
つ
い
て
は
、
募
集
チ
ラ
シ

を
参
照
く
だ
さ
い
。
内
容
が
変
更

に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

予
め
御
了
承
く
だ
さ
い
。

定
員
に
達
し
た
場
合
は
、
締
切
り

を
待
た
ず
に
募
集
を
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
先

片
品
村
教
育
委
員
会

社
会
教
育
担
当

1
（
58
）
２
１
１
１(

内
線
71)

平
成
十
四
年
度
の
生
涯
学
習
講
座

と
し
て
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
寿

大
学
」
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
重
要

性
が
さ
け
ば
れ
て
い
ま
す
。

寿
大
学
で
は
村
の
文
化
財
を
学
習

し
た
り
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
体
を

鍛
え
た
り
と
、
学
級
生
同
士
で
楽
し

く
学
習
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
達
と
の
交
流
も
予
定
し
て
い
ま

す
。

寿
大
学
で
自
分
の
生
活
に
潤
い
を

与
え
、
新
し
い
友
達
の
輪
を
広
げ
、

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
き
っ
か
け

を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

六
十
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

期
　
間

平
成
十
四
年
五
月
〜
十
二
月
ま
で
、

月
一
回
程
度
開
催
で
、
合
計
七
回

（
詳
し
い
日
程
や
内
容
は
開
講
式

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

開
講
式
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
後

日
通
知
し
ま
す
。）

対
　
象

片
品
村
在
住
、
在
勤
の
六
十
歳
以

上
の
男
女

募
集
締
め
切
り

五
月
七
日
（
火
）

申
込
み
先

片
品
村
教
育
委
員
会

1
（
58
）
２
１
１
１(

内
線
71)

※
各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
所
属
さ

れ
て
い
る
方
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
を
通

し
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

生涯学習コーナー

５月５月

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

☆
生
涯
学
習
講
座
関
係

・
第
二
回
「
古
文
書
を
読
む
会
」

・
「
親
子
英
語
教
室
」

・
寿
大
学
開
講
式

☆
社
会
体
育
関
係

・
区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
社
会
人
野
球
春
季
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦

・
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
大
会

・
体
協
長
杯
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会

☆
婦
人
会
関
係

・
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

☆
学
校
関
係

・
修
学
旅
行

◆
片
小

・
東
京
旅
行

・
プ
ー
ル
清
掃

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
奉
仕
作
業

◆
北
小

・
家
庭
訪
問

・
学
校
保
健
委
員
会

・
プ
ー
ル
清
掃

◆
南
小

・
交
通
安
全
教
室

・
バ
ス
旅
行
（
一
〜
五
年
）

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
奉
仕
作
業

◆
武
尊
根
小

・
避
難
訓
練

・
春
の
旅
行
（
一
〜
五
年
）

・
家
庭
訪
問

◆
片
中

・
修
学
旅
行

・
一
、
二
年
校
外
学
習

・
家
庭
訪
問

・
環
境
奉
仕
日

・
尾
瀬
高
、
片
中
、
利
根
中

合
同
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

下
旬

毎
週
火
曜
日
夜
下
旬

下
旬

12
日

中
旬

26
日

20
日

12
日

20
・
21
日

16
日

24
日

30
日

７
日
〜
10
日

29
日

30
日

１
日

20
日

24
日

16
日

21
日

28
日
〜
30
日

９
日
〜
11
日

10
日

14
日
〜
24
日

23
日

30
日

※
予
定
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

8

広報かたしな H14. 4

○
ト
ラ
イ
や
る
ス
ポ
ー
ツ
Ｔ
・
Ｋ

○
「
か
た
し
な
女
性
カ
レ
ッ
ジ
」

「寿大学」を
     開催します
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片
品
小
学
校

〇
転
　
出

教
　
諭

細
矢
　
瑞
左
　
月
夜
野
中

教
　
諭

大
竹
　
直
美
　
月
夜
野
中

教
　
諭

笠
原
　
美
子
　
退
　
職

事
務
主
事

熊
谷
　
朱
美
　
沼
田
東
中

栄
養
士

林
　
　
清
子
　
退
　
職

〇
転
　
入

教
　
諭

飯
塚
　
孝
也
　
宮
城
・
宮
城
小

主
幹
兼
事
務
長
代
理

千
明
　
芳
夫
　
利
根
中

栄
養
士

林
　
　
清
子
　
採
　
用

片
品
北
小
学
校

〇
転
　
出

教
　
頭

小
林
　
高
義
　
沼
田
小

教
　
諭

吉
野
　
良
江
　
池
田
小

〇
転
　
入

教
　
頭

堤
　
　
義
樹
　
利
根
教
育
事
務
所

教
　
諭

星
野
千
寿
子
　
利
根
・
西
小

片
品
南
小
学
校

〇
転
　
出

校
　
長

田
中
　
道
明
　
昭
和
・
東
小

教
　
諭

林
　
　
誉
隆
　
沼
田
東
小

養
護
教
諭

石
田
　
美
穂
　
退
　
職

〇
転
　
入

校
　
長

田
村
　
和
夫
　
赤
城
・
津
久
田
小

教
　
諭

小
曽
根
一
広
　
川
場
小

教
　
諭

戸
部
　
栄
子
　
川
田
小

養
護
教
諭

石
田
　
美
穂
　
採
　
用

武
尊
根
小
学
校

〇
転
　
出

教
　
諭

横
坂
美
由
記
　
沼
田
東
小

教
　
諭

小
野
里
純
子
　
沼
田
小

養
護
教
諭

鈴
木
　
綾
子
　
利
根
・
東
小

〇
転
　
入

教
　
諭

杉
木
　
佳
子
　
池
田
小

養
護
教
諭

吉
野
真
奈
美
　
採
　
用

片
品
中
学
校

〇
転
　
出

教
　
頭

吉
野
　
敏
弘
　
薄
根
中

教
　
諭

阿
部
　
　
政
　
沼
田
南
中

教
　
諭

友
松
　
真
樹
　
薄
根
中

教
　
諭

深
澤
美
和
子
　
高
崎
・
片
岡
小

教
　
諭

遠
峰
　
健
一
　
利
根
・
西
小

教
　
諭

深
津
　
知
宏
　
尾
瀬
高
校

教
　
諭

木
原
　
信
吾
　
高
崎
・
佐
野
中

教
　
諭

星
野
　
文
隆
　
昭
和
中

〇
転
　
入

教
　
頭

小
林
　
仁
史
　
月
夜
野
中
教
諭

教
　
諭

高
橋
千
賀
子
　
沼
田
南
中

教
　
諭

梶
原
　
利
雄
　
尾
瀬
高
校

教
　
諭

桑
原
　
昭
夫
　
昭
和
・
東
小

教
　
諭

宇
佐
美
陽
子
　
玉
村
・
南
中

広報かたしな H14. 4

教
職
員
人
事
異
動
転
出
さ
れ
た
教
職
員
の
皆
さ
ん
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

転
入
さ
れ
た
教
職
員
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

役
場
職
員人

事
異
動

◎
総
務
課

主
　
任
　
星
野
　
孝
行(

経
済)

主
　
事
　
井
上
憲
一
郎(

観
協)

(

県
情
報
政
策
課
派
遣)

◎
会
計

主
　
事
　
星
野
　
咲
織(

住
民)

◎
住
民
課

主
　
事
　
高
山
さ
お
り(

会
計)

◎
経
済
課

主
　
事
　
星
野
　
秀
弘(

総
務)

(

農
業
共
済
派
遣)

◎
観
光
課

主
　
事
　
永
井
　
利
和(

尾
ク)

(

観
光
協
会
派
遣)

◎
教
育
委
員
会
事
務
局

主
　
任
　
桑
原
　
信
一(

総
務)

◎
国
体
事
務
局

局
　
長
　
小
浜
　
貞
夫(

建
設)

係
　
長
　
千
明
　
新
一(

教
委)

主
　
事
　
深
見
　
和
美(

住
民)

□
新
　
採
　
用
□

◎
総
務
課

公
　
仕
　
田
村
恵
美
子(

鎌
田)

◎
保
健
課

保
健
師
　
押
切
　
　
恵(

高
崎
市)

保
健
師
　
住
谷
　
真
里(

前
橋
市)

◎
片
品
小
学
校

公
　
仕
　
小
林
　
智
春(

須
賀
川)

□
退
　
　
職
□

川
島
　
路
子(

保
健)

林
　
み
え
子(

保
健)

教
職
員
人
事
異
動
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広報かたしな H14. 4

Part.18March ４月

Country 国 People 人々 Language ～語

Japan 日本　　 Japanese 日本人 Japanese  日本語
China 中国 Chinese 中国人 Chinese
Korea 韓国 Korean                    Korean
Philippines         Filipino                    Tagalog
Brazil                   Brazilian                 Portugese
England  English                    English
Spain Spanish Spanish
France               French                     French
Germany ドィツ German German
Canada               Canadian
United States American
Australia Australian
New Zealand New Zealander

I am from JAPAN. 私は日本から来ました。
(S)He is from .

I am JAPANESE. 私は日本人です。
(S)He is . 

I speak JAPANESE. 私は日本語を話します。
(S)He speaks .

The World in English
世界英語で

平成14年度

警察官（特別）採用試験

受付期間　４月８日（月）～４月26日（金）
第１次試験日　５月26日（日）
注１：採用試験計画の一部は変更されることもあります。
注２：平成15年３月に大学を卒業する見込みの人は警察
官Ａ試験（７月実施予定）を、高校等を卒業する見込
みの人は　警察官Ｂ試験（９月実施予定）が受験でき
ます。

試験案内配布場所
沼田警察署及び各交番・駐在所（４月５日（金）から）

詳しくは、沼田警察署及び最寄りの交番・駐在所に

お尋ね下さい。

【沼田警察署】10278－22－0110

試験区分

警察官Ａ
（男性）
特　別

（第１回）

昭和47年４月２日以降に生まれた男性で、学

校教育法による大学（短期大学を除く）又はこ

れと同等と人事委員会が認める学校を卒業し、

かつ平成14年９月１日から就業可能な人

警察官Ａ
（女性）
特　別

（第１回）

昭和47年４月２日以降に生まれた女性で、学

校教育法による大学（短期大学を除く）又はこ

れと同等と人事委員会が認める学校を卒業し、

かつ平成14年９月１日から就業可能な人

警察官Ｂ
（男性）
特　別

昭和47年４月２日から昭和60年４月１日までに

生まれ、警察官Ａ（男性）特別の受験資格学歴に該

当しない男性で、平成15年３月高校卒業見込者を

除き、かつ平成14年９月１日から就業可能な人

受　　験　　資　　格

◎危険運転致死傷罪の新設
（刑法第208条の２）

刑法の一部を改正する法律
平成13年12月25日施行

飲酒、薬物、危険なスピード、信号無視など
の悪質、危険な運転により人を死傷させた場合
に適用され、
●死亡の場合～１年以上の有期懲役（最高15年）
●負傷の場合～10年以下の懲役
となります。

従来、交通人身事故は、その殆どが業務上過
失致死傷罪（刑法第211条前段～５年以下の懲
役若しくは禁固又は50万円以下の罰金）が適用
されていたが、酔っぱらい運転等の「故意によ
る運転行為」により人を死傷させた場合には、
危険運転致死傷罪を適用し、厳しく処断されま
す。

◎改正道路交通法（施行令）による主な
悪質・危険な運転行為に対する罰則の強化と点数の引
き上げ
道路交通法の一部を改正する法律　平成14年６月１日施行
道路交通法施行令の一部改正　　　平成14年６月１日施行

違反行為
改　正　前

点数

改　正　後
備　考

点数

救護義務違反
（ひき逃げ）

飲 酒 運 転
（酒酔い）

飲 酒 運 転
（酒気帯び）

薬 物 使 用
（麻薬等）

過労運転

無免許運転

共同危険行為等
（暴走行為）

3年以下の懲役又は
20万円以下の罰金

2年以下の懲役又は
10万円以下の罰金

3月以下の懲役又は
5万円以下の罰金

2年以下の懲役又は
10万円以下の罰金

6月以下の懲役又は
10万円以下の罰金

6月以下の懲役又は
10万円以下の罰金

6月以下の懲役又は
10万円以下の罰金

10

15

15

6

12

15

6

なし

13

6

注1

注2

5年以下の懲役又は
50万円以下の罰金

3年以下の懲役又は
50万円以下の罰金

1年以下の懲役又は
30万円以下の罰金

3年以下の懲役又は
50万円以下の罰金

1年以下の懲役又は
30万円以下の罰金

1年以下の懲役又は
30万円以下の罰金

2年以下の懲役又は
50万円以下の罰金

23

25

25

13

19

25

懲役刑の
上限が最高4
倍、罰金刑
が最高6倍に
引き上げら
れた。

注1 呼 気中の
アルコール
濃度

0.25㎎/㍑以上

注2 呼 気中の
アルコール
濃度

0.15㎎/㍑以上
0.25㎎/㍑未満
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国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
加
入
者

を
対
象
に
人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
を
助

成
し
ま
す
。
自
分
が
健
康
だ
と
感
じ

て
い
る
と
き
か
ら
、
検
診
を
受
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
生
活
習
慣

病
は
長
い
間
、
病
気
の
進
行
に
気
付

か
な
い
例
が
多
く
あ
り
ま
す
。
年
に

一
度
は
、
検
診
を
受
け
自
分
の
体
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

期
　
間

平
成
十
四
年
四
月
〜
平
成

十
五
年
三
月

対
　
象

満
四
十
歳
以
上
、
七
十
歳

未
満
で
国
保
加
入
者
で
国
保
税

完
納
世
帯
の
人
、
日
帰
り
コ
ー

ス
・
一
泊
二
日
コ
ー
ス
各
先
着

五
十
人

助
成
額

検
診
費
の
３
分
の
２
で
日

帰
り
コ
ー
ス
が
２
万
６
千
円
を

限
度
・
一
泊
二
日
コ
ー
ス
が
４

万
を
限
度
と
し
て
助
成
し
ま
す
。

申
込
み

四
月
一
日
か
ら
随
時
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
必
ず
申
込
み

を
し
て
か
ら
検
診
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
手
帳
若
し
く
は
、
戦

傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
、
ま
た

は
常
時
介
護
す
る
者
が
運
転
す
る
軽

自
動
車
等
で
、
障
害
の
程
度
に
よ
り

軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
減
免
制
度
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
障
害
者
手
帳
・
印
鑑
を
持

参
の
上
、
五
月
二
十
四
日
ま
で
に
役

場
税
務
課
に
て
申
請
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

税
務
課

軽
自
動
車
税
担
当(

内
線
38)

春
は
空
気
が
乾
燥
し
て
山
火
事
が

発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
特
に
三

月
か
ら
五
月
に
か
け
て
は
、
年
間
の

山
火
事
発
生
件
数
の
半
数
以
上
が
集

中
し
て
い
ま
す
。

山
火
事
が
発
生
す
る
と
、
被
害
は

非
常
に
大
き
な
も
の
と
な
り
、
山
を

元
の
状
況
に
戻
す
に
は
多
く
の
費
用

と
時
間
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

山
火
事
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
人

為
的
な
も
の
で
す
。
焚
火
や
た
ば
こ

等
、
火
を
使
用
す
る
と
き
は
十
分
に

注
意
し
、
山
火
事
の
予
防
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
保
健
福
祉
事
務
所
が
窓

口
に
な
っ
て
い
た
次
の
事
業
が
平
成

十
四
年
四
月
一
日
か
ら
市
町
村
へ
移

り
ま
す
。

〇
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
申

請
受
付
・
交
付
及
び
取
得
の
た

め
の
相
談
等

〇
精
神
障
害
者
通
院
医
療
費
公
費
負

担
の
申
請
受
付
・
交
付
及
び
相

談
等

〇
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
（
生

活
訓
練
施
設
、
福
祉
ホ
ー
ム
、

通
所
授
産
施
設
、
小
規
模
通
所

授
産
施
設
、
地
域
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
）
の
利
用
に
関
す
る
相
談
、

助
言
、
あ
っ
せ
ん
等

〇
精
神
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
）
の
利
用
に
関
す
る
相
談
、

助
言
、
あ
っ
せ
ん
等

〇
精
神
障
害
者
社
会
適
応
訓
練
事
業

（
協
力
事
業
所
に
お
け
る
職
場
訓

練
）
に
関
す
る
相
談
、
助
言
、
あ

っ
せ
ん
等

問
合
せ
先

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

1（
58
）
４
０
２
０

役
場
住
民
課
障
害
福
祉
係(

内
線
35)

労
働
保
健
の
年
度
更
新
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
度
の
労
働
保
健(

労

災
・
雇
用)

の
申
告
、
納
付
は
五
月

二
十
日
ま
で
で
す
。

事
業
主
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
業
務
繁
多
の
こ
と
と
は
存
じ
ま

す
が
お
早
め
に
申
告
・
納
付
手
続
き

を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
具
体
的
な
記
載
方
法
等
は
説

明
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

説
明
会
場
や
日
時
の
一
覧
表
は
、

申
告
用
紙
と
一
緒
に
送
付
し
ま
す
の

で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

群
馬
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴

収
室

1
０
２
７
‐
２
１
０
‐
５
０
０
１

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

へ

広報かたしな H14. 4

人
間
ド
ッ
ク
の

検
診
費
を
助
成

山
火
事
予
防
運
動
に

ご
協
力
を

軽
自
動
車
税

減
免
制
度

お知らせ�お知らせ�

精
神
保
健
福
祉
業
務
の

窓
口
が
変
わ
り
ま
す

群
馬労

働
基
準
局
か
ら
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受
　
付

平
成
十
四
年
四
月
八
日(

月)

〜
五
月
十
日(

金)

応
募
資
格

〇
一
般
、
技
術
幹
部
候
補
生

・
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し
、

二
〇
歳
以
上
、
二
十
六
歳
未
満

(

二
十
二
歳
未
満
は
大
卒
者(

見
込

み
含
む))

・
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者(

見

込
み)

は
二
十
八
歳
未
満

(

海
上
技
術
幹
部
候
補
生
は
、
理

学
ま
た
は
工
学
課
程
修
了
者
に
限

る)

〇
医
科
･
歯
科
、薬
剤
科
幹
部
候
補
生

・
医
科
･
歯
科
…
専
門
の
大
学
卒

(

見
込
み)

で
二
〇
歳
以
上
、
三
〇

歳
未
満

・
薬
剤
科
…
専
門
の
大
学
卒(

見

込
み)
で
二
〇
歳
以
上
、
二
十
六

歳
未
満(
薬
学
修
士
取
得
者
は
二

十
八
歳
未
満)

試
験
日

一
次
　
五
月
二
十
五
日(
土)

〜
二
十
六
日(
日)

(

受
講
料
無
料)

二
次
　
六
月
二
十
五
日(

火)

〜
二
十
七
日(

木)

三
次
　
七
月
二
十
七
日(

土)

〜
八
月
八
日(

木)

(

航
空(

飛
行)

要
員
の
み)

問
合
せ
先

自
衛
隊
沼
田
募
集
事
務
所

1
（
23
）
４
１
１
１

役
場
住
民
課(

内
線
34)

お
詫
び
と
訂
正

広
報
「
か
た
し
な
」
12
月
号
、
12

ペ
ー
ジ
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は

×
予
備
自
衛
官

〇
予
備
自
衛
官
補
　
で
す

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

群
馬
県
立
図
書
館
移
動
図
書
「
み

や
ま
号
」
並
び
に
中
央
公
民
館
図
書

室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
み
や
ま
号
巡
回
日
程

＊
五
月
　
八
日
（
水
）

＊
六
月
十
九
日
（
水
）

＊
八
月
　
七
日
（
水
）

＊
九
月
十
八
日
（
水
）

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十
一
時
三

十
分
か
ら
十
二
時
ま
で
で
、
場
所
は

片
品
村
中
央
公
民
館
前
で
す
。

◎
片
品
村
中
央
公
民
館

図
書
室
開
放
日
程

＊
毎
週
　
火
・
金
曜
日

午
後
一
時
か
ら
五
時
ま
で

（
祝
祭
日
は
除
く
）

新
し
い
本
も
た
く
さ
ん
購
入
し
ま

し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

裁
判
所
で
は
、
競
売
不
動
産
情
報

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
し
、
よ
り

多
く
の
方
に
不
動
産
競
売
（
入
札
）

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
現
在
、

各
地
方
裁
判
所
に
備
え
置
い
て
い
る

資
料
の
内
容
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
り
提
供
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
い
つ
で
も
裁

判
所
ま
で
出
向
く
こ
と
な
く
、
競
売

不
動
産
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
を
簡

単
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、今
年
の
夏
ご
ろ
か
ら

東
京
地
方
裁
判
所
及
び
大
阪
地
方
裁

判
所
で
取
扱
っ
て
い
る
競
売
不
動
産

に
つ
い
て
提
供
を
始
め
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
最
高
裁
判
所
を
は
じ
め
と

す
る
裁
判
所
の
ご
案
内
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ア
ド
レ
スhttp://w

w
w
.courts.go.jp/

問
合
せ
先

前
橋
地
方
裁
判
所
事
務
局

総
務
課
庶
務
係

1
０
２
７
‐
２
３
１
‐
４
２
７
５

（
内
線
５
１
２
）

広報かたしな H14. 4

自
衛
隊
一
般
、技
術
幹
部

候
補
生
募
集

読
書
は

新
し
い
発
見
の
旅

競
売
不
動
産
情
報
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
提
供
に
つ
い
て

河川・道路等の美化保全（クリーン作戦）により、美しい県土を構築するとともに、環境
保全や住民自治・ボランティア精神を醸成し、心温かい地域社会の形成を図るため、自発的
な住民組織の活動を支援します。
そこで、次の活動を行う団体に奨励金を助成します。

対象団体 対象となる団体は、主に
自治会やボランティア団体等の住
民参加による自主的な美化・保全
を行う団体であって、その構成員
が10人以上で、平成14年４月１
日から平成15年３月末までに３回
以上の活動を行う団体であること。

申請受付期間 ４月10日（火）
～５月末日

その他 事業内容によって、受付け
窓口が違いますのでご注意くださ
い
詳しくは、お問合せください

区　分

河川・道路

クリーン大作戦

河川・道路の草刈り、空き缶等ゴミの除去、草花の植栽

及び道路側溝の清掃等を行う団体を支援する

役場建設課

内線26

耕作放棄地

クリーン大作戦

耕作放棄地の花の景観づくり、ゴミの除去等及び農業用

用排水路の草刈り、草花の植栽等を行う団体を支援する

役場経済課

内線28

里山・平地林

クリーン大作戦

里山・平地林の整備、清掃、植栽及び県産材等による簡

易な柵、看板の設置等を行う団体を支援する

役場経済課

内線28

みんなで観察

ふるさとのせせらぎ

ＮＰＯや地域住民による河川環境調査を行い、資料を収

集して、河川環境の保全に役立てる

沼田土木事務所

1(24)5511

街並みスッキリ

大作戦
住民組織による違反広告物の撤去活動を支援する

沼田土木事務所

1(24)5511

内　　　　　　容 受付窓口

事業内容

交付基準

基準構成員数

10人以上

奨励金の額

５万円以内

平成14年度　道普請型ぐんまクリーン大作戦

耕作放棄地の「花の景観づくり」に
ついては、５アール当たり２万５千
円以内（上限15万円以内）とします。
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春らしく優しい響き
の名前をと考えてたと
ころ、パパがこの名前
を思いつき、２人で話
し合い決めました。

将来どんな人になってほしいですか

ちゃん（H13．４．13生）

林　貴士・めぐみ さん（越本）のお子さん
命名

人口と世帯(平成14年３月１日現在)世帯数 1,799世帯(＋３) 男 3,019人(－３) 女3,123人(＋１) 計6,142人(－２）

フレッシュ・ヤング No.85

菜々香

将来どんな人になってほしいですか
できる限り色々な事

に挑戦して、自分の長
所を増やしてほしい。
そして、自分の事だけ
でなく周囲の人達の事
もきちんと考えられる
人になってほしいです。
でも、なによりも元気
が1番だと思います。

ちゃん（H13．４．４生）

佐々木悟・美幸 さん（幡谷）のお子さん

命名 紗良
大 竹 美 栄さ

ん 鎌田（23才）

お
め
で
た
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萩
原
　
利
明
　
女
　
優
　
香
　
土
　
出

千
明
　
　
誠
　
女
　
え
み
り
　
東
小
川

星
野
　
正
徳
　
男
　
魁
　
里
　
土
　
出

結
婚
さ
れ
た
方
々
　
十
組

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
　
七
人

○
鍋
坂
　
誠
志

香
川
県

入
澤
　
智
子

越
　
本

○
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原
　
智
幸

戸
　
倉

服
部
　
寿
子

福
島
県

○
尾
嶋
　
亮
一

高
崎
市

鈴
木
　
由
香

東
小
川

○
吉
野
　
　
悟

土
　
出

松
井
美
稔
子

鎌
　
田

○
高
橋
　
昌
弘

大
間
々
町

角
田
裕
紀
子

須
賀
川

○
阿
部
　
圭
介

沼
田
市

橋
　
美
香

下
　
平

○
井
上
憲
一
郎

幡
　
谷

岡
澤
　
　
渚

宮
崎
県

○
齋
藤
　
竜
馬

埼
玉
県

黒
滝
　
由
紀

鎌
　
田

○
西
本
　
一
崇

幡
　
谷

原
　
　
裕
子

沼
田
市

○
柳
　
　
茂
浩

千
葉
県

有
賀
　
珠
美

鎌
　
田

((((((((((

星
野
　
亥
蔵
　
五
五
歳

花
　
咲

星
野
　
次
郎
　
七
七
歳

御
座
入

入
澤
　
　
司
　
六
三
歳

越
　
本

星
野
　
浅
吉
　
九
〇
歳

土
　
出

小
菅
　
茂
雄
　
五
八
歳

鎌
　
田

星
野
タ
ケ
子
　
六
九
歳

摺
　
渕

笠
原
　
志
な
　
八
八
歳

越
　
本

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
届

出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

窓
　
口
　
か
　
ら

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
　
三
人

二
月
二
十
日
〜
三
月
十
九
日

■両親の名前：将彦、恵子

■職業は何ですか：利根中央病院でリハビリの仕事を
しています。

■趣味は何ですか：旅行です。国内外問わず、いろい
ろな所に行って文化に触れてみたいです。あとは手
芸です。

■片品をどう思いますか：季節感のあるとてもよい所
だと思います。また、自然環境も豊かで住みやすい
この環境をいつまでも守ってほしいと思います。

■好きな異性のタイプ：価値観が一緒の人。何をして
いても、また、何もしていなくても一緒にいて安心
のできる人です。

さ　ら

な　な　か

おお　 たけ み え

ゆ
う
　
　
か

か
い
　
　
り

健康で元気にのびの
びと育ってほしいと思
います。そして素直に
いつまでもきれいな心
の持ち主であってくだ
さい。思いやりの心を
忘れずに。これからも
一緒に、毎日を大切に
過ごしましょう。

14

広報かたしな H14. 4

広
報
「
か
た
し
な
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

パパが命名の本を買
ってきて家族でいくつ
か候補をあげた中で、
おばあちゃんが名字の
頭文字を名前の頭につ
けると幸せになるとい
う事と、良い子になって
ほしいという願いから
「紗良」と名付けました。

国民健康保険税

納期は４月30日です

１　期

今月の納期は




